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敬室消息

小林先生は相幾らず街]達者で若L、者生存舌を捲くイな

です。小栗先生も言者務御多忙で寸限もない御様子で

すが御元気なのは何よりです。秋山先生は前披掲載

の通り紡鮮地方御依行の漁定でしたが三月初j旬より

百腸炎にて入院せられ御放行は取止められ今倫御自

宅にて静養中ですが近い中に御元気な登校姿が見ら

り奉って，結構な記念品を贈り下され.且在京の諸

君には御多忙中3月 24日赤阪幸楽に於て祝賀舎を

催し下され，筆者衷心より感激感謝して居る衣第で

あります。今後慾 1研究の方に精進し叉母校の矯め

に量産くす事を念願して居ります。何昌子今後共一層の

御援助の複をお願ひ申上ます。 03.4. 20.山本誌〉

Jl，.. ''} ボ 曾 (第9岡〉

れる事でーしよう。帝大翁山先生の所でー御研究の村井 此の廃除り種がないと云ふ理由から何時もつ本欄へ

先生 t密性日野内)は今度助差支援になられ再び母校 の投稿を怠けて申諜なL、。去る 3月 ]2日上野でグ

に蹄られました。叉秋山先生の所でアルミナの研究 + ラス舎を開催した。藤好君が3月下旬から満洲へ行

に従事して居られた鹿島次郎氏は今度庭用金属単科 くのでその前に集らうとL、ふ諜だったが集ったのは

創設と共に同科の助教授となられました。以上のが 藤好・宮本・図崎 ・宇野の4名，在京者の 50%と

く蛍感化が老ひも若きも内に外に益々霊堂展して行く I ¥， 、ふ近来稀な貧弱振り，藤好君には申諜ないが，尾

事は喜ばしい限りです。(繍瞬)篠・秋山繭君It病気，共他i主夫々多忙の篤とL、ふこ

事業生各位への謝薄 山本側- とである。御容赦を乞・ふ。最近のニウス 2-3御報

不宵，今回，諸先生，諸先輩の永年の御教示，激 | 告しよう。秋山君は3月初Jめから約1ヶ月盲腸炎で

臓の御蔭を以て漸く拳イ立を援輿せられるに歪りまし | 入院目下自宅で静養中，5月初めからは撃校へも出

た。之に針し卒業生各{なより早速，説ib二枕賀の御 | られる由，尾藤君はまま1年ばかり病気で工業大拳へ

手紙等を多数寄せられ，衷心より感激致して居る次 | も時々行く程度とか，何んとか早く元気を取戻して
第であります。御芳香に鈎し御践の返書を差し上げ

なかった御方に釣し其御芳志を此庭に厚く御踏申上

ぐる次第で御座います。不宵，素より持率非才，加

ふるに生来のヅボラ性の篤め，今日に及び，顧みて

内心甚だ恒泥たるものがあります己唯今後は各伎の

御機縫に依り更に一層の拍車をかけて研究にも精進

し，我教室の篤めにも議力したいものと考へて居り

ます。何卒今後共一段の御援助の程を御願ひ致す衣

第であります。

膏 鈴 曾(第2岡卒業生〉

去る 2月中旬伏木の清水悌君久し振りに上京せら

れ筆者並に原君とータ禽食して別れた。清水君には

昨秋伏木訪問の際種々御世話になった。中目幾らず昔

の通り元気であるが唯大分，頭髪も自くなられた撲

だ。

7K野君も 3月下旬， 一寸上京せられ筆者とータ談

して退京せられ，九州、|の阪田君，康瀬君.大阪の荒

木君の消息を聞かされた。阪田君も 3月中に一寸上

京せられ，皐校で1時間許り話して別れた。地方の

諸君の上京の折には有志の者で集る事になって居る

が，突然の上京と，最近少し舎が多渇ぎるので，集

るのを遠慮した弐第で，在京の諸君にはお許しを願

ひ度L、。

三大に今度筆者が撃f立を得たのに針し同級生一同よ

慾しいものだ。御自愛を祈る。藤好君は3月下旬満

洲へ出張した。今年中は新京共他の仕事の篤滞荘す

るさうだ。時々は阿部君にも曾へるだらうと繁しん

で出掛けたが庭で阿部君ー健どう した?満洲風でも

時には吹かしに来たらどうだ，御目度い話も噂に聞

くが結果如何。其他の諸君の近況を絵り知らないが

夫々大いに活躍の事と恩ふ。御健闘を祈る。

(13.4.25. U生〕

曾

禽員中主事務に服されて居る諸君の武運長久と御健

康を祈る。

出雲君 出征せられてから大分立ちますが病院にて

脱腸を切られて共後経過良好にて00方面に出ら
れたとか以後消息不明言佐か知って居たら御一報下

さし、。

米津君曾員中一番に出征された同君は主主々北支に

奮闘されて居ます。

ー比良野君慮、召されてから消息不明ですが大いに働

かれて居ると恩ひます。

藤l埼君北支より大分度胸も付いた諸先生や諸君に

宣政くと言って来ました。

舟橋君引線き臨時召集として恰爾演野口部隊津田

除に勤務して居ます

~山君岐阜の飛行聯隊に勤務
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芦野君，桑原君， fIIr閏君l土I'~I ツ街道の野戦砲兵拳校

に在管中。

本間君 も在管中大いに頑張って居られるでしゃ

う。

さて銃後の言語君は!

磯野君最近一寸も上京しないがロ ータリアンと し

て2主要の事と思ふ。

日君最近御父さんになられるとの事同君に取り主主

々仕事の拍車となる事と思ひます。

盟国草寺共後一向に消息が無いのですが心臓に信般

して吾々は安心出来ると恩ひます。

阿久君中目幾らず仕事と取組んで居られると思ふ此

度の仕事には骨がありますか。

川崎君公私共に御多忙の様にて小生の舎i目:に社用

で時々元気な顔を見せて下さいます。

T守井君 ハネームーンからホ戸ムスヰ{トホームへ

と吾々一同の羨望の的です多幸なる未来を祈って

居ります。

高木君時節柄石炭液化に|絹係ある同君はさぞ御多

忙の事と息ひますが偶にはiifbJ冶のlfrへ便りを下さ
L 、。

武井君 同君の先生娠は近頃板に付いて来ましたよ

工業化拳舎の講演も諸君に聞かせたかった程で

す。

大j京君最近典子嬢の御父さんになられました同君

より諸君に誤解の無いi僚に惇へて下されとの事で

した。

浮舟君音信不遇ですが同君の事故心配は無いと思

って居ります。

内海君 チタン工業の宇部に縛勤せられ唯一の綬験

ある技師として大いに働かれて居ますが只東京で

育った彼には町が愁しい犠ですが共中に町より家

の中の方が良くなる時が近いのでは無L、かと推察

して居ます。

久我君昨年は靴を三足を一度に注文出来た彼本年

も中目書きらずだとお察します。共他の事も目に見え

る様な気がします。

山口君御役人生活を笑んで近頃御母君と芝居など

へ行かれる様です。

山田煮 もう積もJミ〈なられ元気で居られると恩ひ

ます。

山本君時節柄人法石油の方で御多忙の事とて近頃

あまり御顔を見ませんが元気の事と思ひます。

筏島君 近一頃寓異に凝って居ます，先日了.業化事禽

に元気な顔を見せました 3

銭1=1君 工業化製舎に出て来られた時川崎 ・111口・

武井 ・呂君等と小生と集まり レインボーグリルに

て軽い夕食を食べながら色々の話をしました。川

煮は釜々あらゆる方roIに設展せられ吾々一同感心

しました。

E安瀬君時節柄中央試験所も御多忙と恩ひますが準
生時代の!侍の様に偶)こはシツポを出して下さL、。

倫辰後に一一曾として米津君 ・藤崎君 ・舟橋君に

慰問品を御送りしました。叉谷阿君に御統をj会りま

したから御承知下さL、。舎費を納めるのを御忘れの

方は是非御送り下さる事を紙面をかりて切望しま

す。止七度は関西の方々の分まで信越に書きましたが

日時の無かった事とて御放し下さL、。 (田中〉

三年生のこのごろ

二年と云へば長い様で短く ，短L、勝で長L、。 苦々

は今や三年と云ふ最後の階段に立ったのである。

はるか下を見おろせば，高い高い， よくまあこん

な所まで夢中になってかけ上って来たものだとしば

し感概無量の鎧である。と見よ! 尖の階段なりし

と思ひしはそはエスカレーターではなかりしか!

あι ! と云ふ様なナンセンス劇の中に吾々は三年

生と云ふ一等1恥、準生になれたのであります。
しからばその三年生が今なにをして居るか?

吾 は々今三階なる賓験室に於いて製造賓験なるも

のをやって居りますくこの賓験なるものは一年二年

と次第にやさしくなる傾向を有するものである様で

すが〉こんな事を云ふと宇野先生などから「誰のお

陰だ」なんてどやされるかも知れませんがね。

とにかく一度皆さんの賞験振りを見て頂きたいの

で司す。

スマート とまでは行きませんがね，その悪く洗練

された手付き，共の板についた研究振り，これぞ正

に吾が態化のいみじくも誇るべき三年・生なるよ!

とまことに績もしき限りであります。

こんなのがもう少し経っと這かなんかで出禽ひ

「ーーォっき舎へよJI~ 、や家内が待ってゐるんでね

戸Jなんとか言って行っちまふにくらしき人間とな

るのであるかと恩ふと共のすました横顔にタ p コン

でも引っかけてやりたくなるのも主主我のみにあらん

や。

とにかく張り切ったものでありまして「まあト年

後のおれを見てくれ」なんて鼻の穴をデツ カクして

ゐるものもあれば中には自信に満ち溢れたか，パテ

ントなるものをfIざしてひそかに金儲けの研究をや
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ってゐる輩もあるかと忠ふと.あまり勉強に張り切

りすぎて脳繍張を起したものもある様です。叉中に

はそろそろ未来の良きパトナーを探して居らる L方

もあるやに聞き及ぶ弐第でごさ:-l、まして又現にこれ

をイミテートしてゐるサムライもあるとのこと。

げにすさまじき限りで「吾々は脳をあまりに働か

し渇ぎる故に一つパック峯(ボートのですぞ〉でも

肖って大に燈育に志さねばならなL、」なんて恐い事

を言ふ運動郊のオモチンが居られるし又「刊(麻雀〕

をど援らないとどうも夜の縫っきが悪しゴなんて云ふ

奇怪な人種も居ります。

この前の皐生メIjりの時にやられたとかやられなか

ったとか云ふ花形がたしか居るはづでありますし-

ーと云ふと皆さんいかにものんびりして居る様であ

りますがさにあらずさにあらず勉強となると凄いも

のでありま して人の見て居ない所でこつこつやって

おゐでになられる。まことに恐ろしき限りではあ

る。

l止の中に‘多士才々"なる言葉がありますが，こ

れこそ吾が際化三年生の簡に作られたものではない

かと思はれるのであります。かくの如く我々の心臓

は(月並な言ひ方ではありますが)強壮なるもので〆

ありましてこの心臓より設する所のスピリツトこそ

何ものをも際倒するだけの力と自信を有するもので

あり，この力と自信こそ吾が日本の工業界を リード

して行く原動力となるのである事は吾人等のすべて

が信じて疑はないのであります。

さて吾等は三年生になった。もうあと一平でこの

際化の校舎とも別れなくてはならないと思ふと，無

性に勉強したくなる反雨におL、て叉大いに遊びブこく

なると言った風な妙な気持で居るのであります。

併しながら何と云ふ明朗さと若々しき元気に満ち

あふれた今日Jl:t頃め数室内よ ! 吾々の教室程何と

云はうか、...うら Lかな春の日を思はせる援ななご

やかな気分の横盗したる所は他に類がないのではな

L 、か?資に住み心地が良いのである。出来ればあ

と二三生ド・・・〈こら馬鹿を云ふな〉とにかくあと一

生f.と思ふと一種の悲に似たるものを感ずるのであり

ます。

まったく吾が匹、化l土佐み心地が良いのである。鳴

乎 (H生記〉

年消息

楼の花も散り去り，手手の趣も弐第に新総に饗りつ

Lある時、我々二年生全員元気に通事，資験を始め

てゐる。寅験室も二階，一階だけ絡が上った~1ì)で

す。二年生はj設車IJとして，登校。いよいよ運動シー

ズンに入らんとしてゐます。野球に，庭球に，共の

他各自思ひ思ひの運動に活躍せんと準備中です。五

月になれば，理工E安部野球大曾，子¥i'大!恵用化謬科針

抗試合等，盆h吾々はりきっております。

女に二年生中よりの投書を掲げますから，御計七祭

をお願ひ致します。

O 育湯生日記の一端を取りて寄稿す

四月十入日月暇快晴

事校始まりて第二日。ル【マにて四人集る。

スキー焼した安倍氏，休み中つまらなづくめだっ

た相だけど， r健康を得たのが何よりJと。
ボタ君，スキ【飾りの汽車で知り合ったメッチエ

ンから「お葉書」が来たとて見せてくれたっ紅茶一

杯は勿論だったが格別甘味い。

オモチヤは一人で特製紅茶(ウイスキ戸の入つ

fこ・・・〉を感じた撲に駿ってゐた。僕は嬉しかっ

--I~。
かへり路，安倍氏小生を評して「嬉しさが通り越

してポ{としてゐるんだからなあ。 J;;事賓かも知れ

ないが，兎も角，僕の怯の内は今活費刺としてゐる。

一年生叡迎の野球試合は何日かなアー。

M¥用化率それ自鐙が，最も殿絡な意味に於て，素

晴らしい惑術であることを認めてゐる二年生の一人

だ (N・I生〉

0 所謂世間的な言葉で云へば，中壌の1';J]級時代

既に虚無的思想を懐き，事院に入ってより人絡完成

設を奉じ、現今亦h之を関ち人間の生活が共同生活

を基定として居るとL、ふ事に軍大な意義ーを見111した

自分は，現在積極的な生を求めて紡復し，若さとい

ふものを自身に痛切に渇望しつ Lある。くH生〉

O 潟県は現今のj流行物だ。街に出て見給へ，猫

も杓子も肩から物々しい鞄をぶら下げて扱爽と潤歩

してゐるだらう。此の際二年に於けるま署員愛好者を

僕のベス単で紹介するのは面白いと，恩ふ。安カメラ

の情けなさ，描潟の悪いE誌はレンズに兎じて裁く事

にする。

クラスの大御所は何と言っても横山君で早大潟長

部として活躍された経歴は他の連中古:遠く及ばぬ

所，;J{で下手乍らも展覧曾等に出品したりする強心

組をBクラスとする小坂 ・寺内 ・御所 ・大津の諸君

が之に入る。潟県は1'p々 潟すらしいが，絞り人前に

出さぬ諸君は非常に多L、。之が態化の美風かしらぬ

が，小沼 ・大山 ・岡村 ・横田 ・安倍 ・木下 ・浮村 ・
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三野 ・芦i宰君等で，就中大山君の天然色篤長，特殊

印霊法の研究と横田君のスナップは有名コ反鈎に中

にはロ ーライやス ーパーセミ等を持ち乍らカメラを

泣かせてゐる様な人も居るらしL、。此等の諸君の外

に一寸目立ぬ愛好者に長谷川 ・古屋 ・渡井 ・桂 ・京

都君等が居るがベス車l土之等の作品に一枚も縞れて

L 、ないのは残念だ。〈ベス Ï~)

O 尽き個性を生かそう!! 春だ遊べ! だが

拳生の本分を忘れるな。 (N・K生〉

年消息

清新明朗の四月，憧れの撃部庭用化事科に入率を

許され感激を新にして居ります。

時f品目:支事饗下にあり赫々たる泉寧鞍挺の陰に輝

く科皐日本の偉大さ，日々仲展し行く邦家工業界の

将来を櫓ふ吾等の使命はL、よL、よ霊且つ大となって

まいりました。

二十日大限講堂にて入E葬式も巌粛に行なはれまし

たが，未だ日も浅く高事に何となく板に付かぬ感も

致します。吾がクラスは全員三十八名にして，その

中，工業経営科が四名，他の高等皐校より入壊した

ものが二名居ります。 委員は市川君が引緩いて務め

て下さることになりました。今後は同君を中心にし

て研撃にL、そしみ，クラスの圏結親睦を計ってゆき

たいと思ひます。又研究 ・スポーツ等を通じて先議

諸兄の御指導も仰ぎ， j専統に輝く王子大目撃用化製科の

名古撃を高揚せんこ正をこの時にあたり切に心に期し

て居る次第であります。 (Y・T生〉
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